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総 務 委 員 会 情 報 連 絡

令和６年１月１７日

件   名 音まち千住の縁 アートイベントの実施報告について

所管部課名 政策経営部 シティプロモーション課

内   容

東京藝術大学・足立区・ＮＰＯ法人「音まち計画」３者共催によるアー

トプロジェクト「音まち千住の縁」により１１月・１２月に行ったイベン

トについて、下記のとおり報告する。

１ 千住人情芸術祭 １ＤＡＹパフォーマンス表現街

（１）概要

  商店街を舞台にゲストアーティストや、公募により集まった団体・

個人が歌やダンスなど、同時多発的にパフォーマンス

※ 千住ほんちょう商店街主催の「子ども大名行列」と同時開催

（２）開催結果

令和４年度 令和５年度

開催日時
１１月６日（日）

１３時～１７時

１１月１２日（日）

１４時～１６時

来場者数 ７，８７８人 ５，４８０名

パフォーマー数 ６６組・３３２名 ５１組３３８名

（３）場所

  千住ほんちょう商店街、芸術センター前広場、勝専寺、慈眼寺

（４）来場者の感想

  ① まちなかのパフォーマンスは面白いので継続してほしい。

  ② パフォーマンスのクオリティが上がっており、昨年以上に楽し

めた。

ゲストアーティスト 公募アーティスト

マリンバ奏者野木青依、ダンサー大西

健太郎、作曲家野村誠＋だじゃれ音楽研

究会の３組が出演

和太鼓や歌、ダンス、パントマイムな

ど多彩なパフォーマンス
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２ メモリアルリバース千住 ２０２３ in 東加平

（１）概要

  無数のシャボン玉で、見慣れたまちを一瞬にして光の風景に変貌

させる、現代美術家・大巻伸嗣によるアートパフォーマンス

（２）開催結果

平成３０年度(前回) 令和５年度

開催日時

１１月１８日（日）

昼の部 １４時～

夜の部 １７時～

１２月３日（日）

昼の部 １４時～

夜の部 １７時～

来場者数

３，４００人

昼の部 １，８００人

夜の部 １，６００人

２，００１人

昼の部    ９６３人

夜の部  １．０３８人

場所 西新井第二小学校 東加平小学校

（３）来場者の感想

① 次回はどんなロケーションで行われるのか楽しみにしている。

② 曲も覚えやすく、踊りも踊りやすく素晴らしかった。

③ たくさんのシャボン玉の中にステキなピアノ、とても感動した。

④ １０年以上続く企画があることがとても素晴らしい。

３ 今後の方針

（１）次年度も実施予定（会場・規模などは検討中）。

（２）区民参加型パフォーマンスとして、関わり手を増やす取り組みを強

化していく。

≪参考 音まち千住の縁について≫

足立区にアートを通じた新たなコミュニケーション（縁）を生み出す

ことをめざす区民参加型のアートプロジェクト。足立区に東京藝術大学

千住キャンパスがあることがきっかけで平成２３年度にスタート。区民

とアーティストが協働して、“音”をテーマとした多種多様なプログラム

を展開している。

昼の部 夜の部

オリジナルの「しゃぼんおどり」を踊

りながらシャボン玉を楽しむ。

作曲家・野村誠のピアノとシャボン玉

の共演による、幻想的なパフォーマンス
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡

    令和６年１月１７日

件   名 「あだちＮＰＯフェスティバル２０２３」の開催結果について

所管部課名 政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課

内   容

あだちＮＰＯフェスティバル２０２３について、下記のとおり開催した。

１ 開催結果

  昨年度の結果を受け、引き続き周遊型で実施した。昨年度を大きく上回る

方が来場し、ＮＰＯを知り、体験する機会を創出できた。

令和４年度 令和５年度

開催日時 １２月３日（土）

１１時～１６時

１２月４日（日）

１０時～１６時

１１月１８日（土）

１１月１９日（日）

いずれも

１０時～１５時

天候 両日晴れ 気温１２℃ 両日晴れ 気温１８℃

参加者数 ６，３００人

12/3 3,200人

12/4 3,100人

７，９００人

11/18 3,800人

11/19 4,100人

抽選会参加者数 ４，２００人 ５，１７３人

出展団体・企業 ７０団体 ７０団体

協賛品提供企業 １８社 ２２社

※ 今回の主な改善点

① 寒さ対策として開催時期を２週間早め、両日１５時で終了。

② チラシの全保育園、幼稚園への配布、商店等配架先拡大。

    ③ エル・ソフィア内のブースレイアウトを変更し、奥の出展部屋

への導線確保、ボランティアによる誘導。託児室の設置。

２ 開催場所

（１）足立成和信用金庫中央支店駐車場「ブース出展、物販」

（２）エル・ソフィア「ステージ発表、ブース出展、ワークショップ」

（３）梅島公園「ブース出展、ワークショップ、物販、キッチンカー」

（４）ＮＰＯ活動支援センター「ブース出展、スタンプラリー抽選会」

３ 今後の方針

近隣住民の方から「今年も楽しみにしていた」という声もあり、ＮＰＯの

周知だけでなく地域イベントとして根差したフェスティバルとなるよう、来

年度も梅田地域周遊型で実施し、ＮＰＯ活動支援センター及び登録団体等と

連携して開催内容を検討していく。
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡
令和６年１月１７日

件   名
信金との協創による足立区外へ向けた魅力発信・関係創出プロジェ

クトの初年度開催結果について

所管部課名 政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課

内   容

足立区の魅力を区外へ広げるため、足立成和信用金庫と連携したＰ

Ｒ物産展を以下のとおり開催した。

なお、本事業は地域の発展に貢献することを目的とした信金中央金

庫の「ＳＣＢふるさと応援団」による寄附金を活用しており、３年間

継続して実施する事業の１年目となる。

１ 日程

令和５年１１月２２日（水）から２８日（火）まで

２ 場所

  ＰＡＳＥＯ宇都宮（ＪＲ宇都宮駅に隣接する商業施設）

※ 事業１年目は、足立成和信用金庫が進める「ご宿場印プロジェク

ト」に参加し、新幹線停車駅と人口 50万人を超える都市の栃木県

宇都宮市での開催とした。

３ 目的

（１）足立区のブランド認知度向上

（２）足立区への来訪勧奨、ふるさと納税の活性化

（３）足立区内事業者の販売・プロモーション機会の創出

４ 出店事業者・品目

12事業者、37品目

（内訳）

種別 品目（一部抜粋） 事業者

１

食品類

みるく食パン、ラスク 金子乳業㈲

２ 製麺（ラーメン） ㈱享屋

３ ｷｬﾗﾒﾙｱｰﾓﾝﾄﾞﾌﾟﾗﾘﾈ ㈱篠原製菓

４ プリン、てまりキット はれてまり工房

５ ハム、ベーコン、焼豚 ㈱芳味

６ 餃子 丸上食品工業㈱

７

非食品類

銀器（ぐい呑み） ㈱浅野工芸

８ バッグ ㈱伊藤鞄製作所

９ がま口財布 ㈲ヴェールポイント

10 洋服ブラシ ㈲平野刷毛製作所

11 木目込み人形 ㈱松崎人形

12 革小物 ㈱和宏（ミンカ）

※ その他、足立区を紹介するパネルの展示や、ＰＲ冊子を配布し

た。
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５ 開催結果

（１）食品類は全て完売、非食品類についても展示や販売を通じて、

製造過程のこだわりなどを紹介

（２）今回の展示・販売が足立区へのふるさと納税に繋がるよう、ふ

るさと納税ポータルサイトを案内

（３）気になった商品や足立区への興味などに関するアンケートを実

施（回答数 326件）。以下、アンケート意見の一部抜粋

① 革製品が面白い、種類がたくさん見たい。

② 宇都宮餃子と食べ比べてみたい。

③ ものづくりは浅草などのイメージだったが、いいものがたく

さんある。返礼品も豊富だと感じた。

④ 仕事で都内に行くので足立区に立ち寄りたいと思った。

６ 今後の方針

  令和６年度も地方都市で実施し、足立成和信用金庫と連携して開

催場所や出店事業者など内容を検討していく。
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